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本誌は 1928年に
久保猪之吉によっ
て「耳鼻咽喉科」
として創刊され，
1988年に「耳鼻咽
喉科・頭頸部外
科」と改題いたし
ました。
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　「頭蓋底手術」という言葉は，皆さんにとってどのような響きを持ちますでしょう
か？　自分とは遠い領域と感じるか，ぜひ習得したい領域と感じるか，皆さんそれ
ぞれのご経験やご興味により，さまざまだと思います。
　実は「頭蓋底手術」（skull base surgery）という概念は日本が発祥であり，日本頭
蓋底外科学会は，どの国の skull base surgery学会よりも長い歴史を持っていま
す。耳鼻咽喉科，頭頸部外科，脳神経外科，形成外科の各領域のスペシャリストが
協働して手術を行う必要がある領域で，手術の最高峰の形態の 1つ，とも位置付け
られています（と思っています）。本誌の編集委員である丹生健一先生，鴻信義先
生，そして私は，偶然にも同時期に同学会の理事を務めていまして，私たちにとっ
て思い入れのある領域です。
　私がこの領域に興味を持ち始めたのは，当時専門医取得直後くらいの年次で，鼓
室形成術など中耳手術一般の研修を積んでいた頃でした。ある日の手術が中頭蓋窩
法による側頭骨錐体部病変の手術で，私の恩師である井上泰宏先生が術者でした
が，脳神経外科による開頭　　井上先生による側頭骨操作，の間で私が術者の位置
に座らないといけない時間帯が生じました。中耳手術はすでに多く手掛けていまし
たので，井上先生がいらっしゃるまでの間に何かやれることはないかな，と思って
座ったものの，やるべき操作，自分が行える操作がまったく頭に思い浮かばず，非
常な焦燥感・居心地の悪さなどを感じながら，ただただ座って井上先生をお待ちし
ていたことを鮮明に覚えています。その経験が「この領域をできるようになりた
い！」という強い希望につながって，耳科手術医としての目標になりました。
　頭蓋底手術は，中耳手術，鼻副鼻腔手術，頸部手術での確実な技術と経験を土台
として，必要な解剖や手術の知識を得て，実際の手術を見て，良き指導者を得て，
それらが組み合わさって習得することができる領域です。本号をご執筆いただきま
した先生方は各領域の手術のスペシャリストの先生方であり，多くの方がぜひ本号
を手に取りながら，各施設に手術見学に行かれて，この領域を学んでいかれること
を期待しています！ （大石直樹）
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